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本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
『
北
の
丸
』
で
発
表
さ
れ
て
き
た
省
庁
移
管
文
書
の
特
徴
な
ど

を
分
析
す
る
一
連
の
論
文
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
１

。
本
稿
は
、
公
害
等
調
整
委
員
会

（
以
下
、
公
調
委
と
い
う
）
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
を
分
析
の
対
象

と
し
た
。
公
調
委
は
、
公
害
紛
争
の
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る
こ
と
と
、
鉱
業
、

採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般
公
益
等
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と

す
る
行
政
委
員
会
で
あ
る
。 

公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
二
つ
の
点

で
有
意
義
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
公
調
委
が
主
た
る
任
務
と
す
る
公
害
紛
争

の
解
決
や
鉱
業
等
と
一
般
公
益
の
調
整
は
、
国
民
の
生
命
や
財
産
、
安
全
に
関
わ
る
問

題
で
あ
り
、
社
会
的
関
心
の
高
さ
か
ら
今
後
利
用
さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
る
資
料
群
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
公
調
委
の
事
務
に
照
ら
し
て
、
ど
の
よ
う
な
文
書
が

移
管
さ
れ
て
い
る
の
か
全
体
像
を
示
す
こ
と
は
、
積
極
的
な
利
用
を
促
す
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

も
う
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
の
省
庁
移
管
文
書
の
分
析
で
は
あ
ま
り
扱
っ
て
い
な
い
行

政
委
員
会
と
い
う
組
織
を
扱
う
点
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
は
、
一
般
の
行
政
組
織
か
ら

あ
る
程
度
独
立
の
地
位
を
も
つ
行
政
機
関
で
、
処
分
権
限
等
の
行
政
的
権
能
の
ほ
か
、

と
き
に
訴
訟
の
判
断
等
の
準
司
法
的
権
能
、
規
則
制
定
等
の
準
立
法
的
権
能
を
も
つ
も

の
と
さ
れ
て
い
る
２

。
公
調
委
は
、
裁
判
に
よ
る
司
法
的
解
決
よ
り
も
迅
速
に
公
害
紛
争

の
解
決
を
図
る
た
め
、
調
停
や
裁
定
を
行
っ
て
お
り
、
準
司
法
的
な
権
能
を
も
つ
委
員

会
と
い
え
る
。
公
調
委
以
外
の
行
政
委
員
会
と
し
て
は
、
国
で
は
国
家
公
安
委
員
会
、

公
正
取
引
委
員
会
、
中
央
労
働
委
員
会
な
ど
が
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
で
は
教
育
委
員

会
、
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
あ
る
。 

一
般
の
行
政
組
織
か
ら
あ
る
程
度
独
立
の
地
位
を
も
つ
と
さ
れ
る
行
政
委
員
会
の

文
書
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
行
政
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文

書
を
分
析
す
る
の
に
有
益
な
方
法
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
公
調
委
か
ら
移
管
さ
れ
た

文
書
の
分
析
を
通
じ
て
一
つ
の
類
型
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

本
稿
は
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
を
主
な
対
象
と
し
て
い

る
が
、「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」
を
利
用
し
て
公
調
委
が
保
有
し
て
い
る

文
書
を
確
認
し
、
今
後
移
管
さ
れ
る
文
書
も
分
析
の
対
象
と
し
た
。
今
後
移
管
さ
れ
る

文
書
も
含
め
た
全
体
像
を
示
す
こ
と
で
、
公
調
委
か
ら
移
管
さ
れ
る
文
書
の
特
徴
を
よ

り
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。 
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公
調
委
は
、
昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
七
月
に
、
土
地
調
整
委
員
会
と
中
央
公
害

審
査
委
員
会
を
統
合
し
て
総
理
府
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ
た
３

。
前
身
機
関
の
一
つ

で
あ
る
土
地
調
整
委
員
会
は
、
昭
和
二
六
年
一
月
に
総
理
府
の
外
局
と
し
て
設
置
さ
れ

た
行
政
委
員
会
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
前
身
機
関
で
あ
る
中
央
公
害
審
査
委
員
会
は
、

昭
和
四
五
年
一
一
月
に
総
理
府
に
設
置
さ
れ
た
機
関
で
、
都
道
府
県
に
置
か
れ
た
公
害

審
査
会
に
対
す
る
中
央
の
機
関
で
あ
る
。 

 

公
調
委
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
に
は
、
前
身
の
機
関
が
作
成
・
取
得
し
た
文
書
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
前
身
の
機
関
の
組
織
か
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

土
地
調
整
委
員
会
は
、「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
」（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
九
二

号
）
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
委
員
長
及
び
委
員
四
名
で
構
成
さ
れ
る
４

。
委
員
長
及
び
委

員
の
任
期
は
五
年
で
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
と
さ

れ
た
。
ま
た
、「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
」（
昭
和
二
七
年
政
令
第
三
七
六
号
）

に
基
づ
き
、
事
務
局
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
下
に
総
務
課
、
審
査
課
、
管
理
課
が
置
か
れ

た
５

。
昭
和
三
一
年
に
組
織
令
が
改
正
さ
れ
、
審
査
課
と
管
理
課
が
廃
止
さ
れ
た
が
、
昭

和
三
二
年
の
改
正
で
調
査
官
四
名
が
置
か
れ
た
６

。 

中
央
公
害
審
査
委
員
会
は
、「
公
害
紛
争
処
理
法
」（
昭
和
四
五
年
法
律
第
一
〇
八
号
）

に
基
づ
き
設
置
さ
れ
、
委
員
長
及
び
委
員
五
名
で
構
成
さ
れ
る
７

。
委
員
長
及
び
委
員
の

任
期
は
三
年
で
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
た
め
の
事
務
局
が
置
か
れ
た
。 

 

中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
権
限
を
強
化
す
る
た
め
に
新
し
い
行
政
委
員
会
を
設
置

す
べ
き
と
い
う
議
論
は
、
そ
の
設
置
当
初
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
行
政
委
員

会
を
新
設
す
る
こ
と
は
、
行
政
機
構
の
簡
素
化
、
能
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
制

約
さ
れ
て
も
い
た
。
そ
こ
で
、
既
存
の
行
政
委
員
会
と
統
合
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
行

政
委
員
会
の
設
置
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
と
な
り
、
土
地
調
整
委
員
会
と
中
央

公
害
審
査
委
員
会
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
８

。 

 

昭
和
四
七
年
、「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
」（
昭
和
四
七
年
法
律
第
五
二
号
）
が

制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
土
地
調
整
委
員
会
と
中
央
公
害
審
査
委
員
会
を
統
合
し
、

総
理
府
の
外
局
と
し
て
公
調
委
が
設
置
さ
れ
た
。
公
調
委
は
委
員
長
及
び
委
員
六
人

（
内
三
人
は
非
常
勤
）
で
組
織
さ
れ
る
９

。
委
員
長
及
び
委
員
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得

て
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
し
、
任
期
は
五
年
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
委
員
会
の
事
務
を
処

理
す
る
事
務
局
が
置
か
れ
、
専
門
事
項
の
調
査
を
行
う
専
門
委
員
を
三
〇
人
以
内
置
く

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
10

。 

 

公
調
委
は
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
一
月
の
中
央
省
庁
等
改
革
に
伴
い
、
総
務

省
の
外
局
と
し
て
置
か
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

 

一一
．．
二二  

土土
地地
調調
整整
委委
員員
会会
のの
事事
務務  

  

公
調
委
は
、
公
害
紛
争
の
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る
こ
と
と
、
鉱
業
、
採
石
業

又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般
公
益
等
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
主
た
る
任
務
と
す
る
が
、

具
体
的
な
事
務
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
組
織
が
文
書
を

作
成
・
取
得
す
る
の
は
、
そ
の
所
掌
事
務
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

公
調
委
が
所
掌
す
る
事
務
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
前
身
組
織
で
あ
る
土

地
調
整
委
員
会
と
中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
事
務
に
つ
い
て
も
同
様
に
確
認
し
て
い

く
。 

 

ま
ず
は
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
に
設
置
さ
れ
た
土
地
調
整
委
員
会
に
つ
い
て
見

て
い
く
。
当
初
の
設
置
法
で
は
、
第
三
条
で
「
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
」、

「
鉱
業
権
又
は
採
石
権
の
設
定
等
に
関
す
る
異
議
の
裁
定
に
関
す
る
こ
と
」、「
鉱
業
又

は
採
石
業
の
た
め
の
土
地
の
使
用
又
は
収
用
に
関
す
る
異
議
の
裁
定
に
関
す
る
こ
と
」

と
い
う
三
つ
の
事
務
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
11

。
こ
の
他
に
、
一
般
的
な
事
務
と
し
て
、

職
員
の
任
免
な
ど
の
人
事
の
管
理
、
所
掌
事
務
に
関
す
る
統
計
及
び
調
査
資
料
の
作
成

四

公
害
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と
刊
行
、
所
掌
事
務
の
周
知
宣
伝
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 
当
初
は
、「
鉱
業
法
」（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
八
九
号
）
と
「
採
石
法
」（
昭
和
二
五

年
法
律
第
二
九
一
号
）
の
一
定
の
処
分
の
み
が
異
議
の
裁
定
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
他

の
法
律
が
整
備
さ
れ
て
い
く
際
に
、
そ
の
法
律
の
規
定
す
る
裁
定
が
土
地
調
整
委
員
会

の
裁
定
事
務
に
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
。「
森
林
法
」（
昭
和
二
六
年
法
律
第
二
四
九
号
）、

「
農
地
法
」（
昭
和
二
七
年
法
律
第
二
二
九
号
）、「
砂
利
採
取
法
」（
昭
和
三
一
年
法
律

第
一
号
）、「
海
岸
法
」（
昭
和
三
一
年
法
律
第
一
〇
一
号
）、「
自
然
公
園
法
」（
昭
和
三

二
年
法
律
第
一
六
一
号
）
、
「
地
す
べ
り
等
防
止
法
」
（
昭
和
三
三
年
法
律
第
三
〇
号
）
、

「
河
川
法
」（
昭
和
三
九
年
法
律
第
一
六
九
号
）、「
首
都
圏
近
郊
緑
地
保
全
法
」（
昭
和

四
一
年
法
律
第
一
〇
一
号
）、「
近
畿
圏
の
保
全
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
四

二
年
法
律
第
一
〇
三
号
）
、
「
砂
利
採
取
法
」
（
新
法
、
昭
和
四
三
年
法
律
第
七
四
号
）
、

「
都
市
計
画
法
」（
昭
和
四
三
年
法
律
第
一
〇
〇
号
）
の
一
〇
の
法
律
が
追
加
さ
れ
て
い

る
12

。 

 

ま
た
、
土
地
調
整
委
員
会
の
設
置
後
、
新
た
に
加
わ
っ
た
業
務
と
し
て
、
①
「
土
地

収
用
法
」
及
び
「
森
林
法
」
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
の
申
出
制
度
、
②
「
鉱
業
法
」
に

基
づ
く
承
認
制
度
、
③
「
文
化
財
保
護
法
」
に
基
づ
く
協
議
制
度
、
④
「
核
原
料
物
質

開
発
促
進
臨
時
措
置
法
」
に
基
づ
く
土
地
の
使
用
及
び
収
用
の
裁
決
制
度
が
あ
る
13

。 

 

①
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
六
年
六
月
に
制
定
さ
れ
た
「
土
地
収
用
法
」（
昭
和
二
六
年

法
律
第
二
一
九
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
建
設
大
臣
は
、
一
定
の
処
分
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

さ
れ
た
。「
森
林
法
」
の
場
合
は
、
農
林
大
臣
が
一
定
の
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、

同
様
に
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

②
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
八
年
に
「
鉱
業
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
鉱
業
権
者
が

鉄
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
五
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
の
掘
採
に
つ
い
て
そ
の
管
理
者
の
承

諾
を
得
ら
れ
ず
、
通
商
産
業
局
長
に
決
定
を
申
請
し
た
場
合
に
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て

土
地
調
整
委
員
会
が
あ
ら
か
じ
め
承
認
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

③
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
九
年
の
「
文
化
財
保
護
法
」（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
一
四

号
）
の
改
正
に
よ
り
、
文
化
財
保
護
委
員
会
の
処
分
や
命
令
に
異
議
申
立
て
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
異
議
申
立
て
が
鉱
業
権
又
は
採
石
権
と
の
調
整
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
あ
ら
か
じ
め
土
地
調
整
委
員
会
と
協
議
し
て

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。 

 

④
に
関
し
て
は
、
昭
和
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
「
核
原
料
物
資
開
発
促
進
臨
時
措
置

法
」（
昭
和
三
一
年
法
律
第
九
三
号
）
に
お
い
て
、
土
地
調
整
委
員
会
は
、
核
原
料
物
資

の
探
鉱
の
た
め
の
土
地
の
使
用
又
は
収
用
に
つ
い
て
裁
決
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
な

お
、
同
法
は
一
〇
年
間
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
一
年
に
一
〇
年
延
長
の
改

正
が
さ
れ
、
昭
和
五
一
年
に
失
効
し
た
。 

 
 一一

．．
三三  

中中
央央
公公
害害
審審
査査
委委
員員
会会
のの
事事
務務  

  

中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
事
務
は
、「
公
害
紛
争
処
理
法
」
に
「
公
害
に
係
る
紛
争
に

つ
い
て
、
調
停
及
び
仲
裁
を
行
う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
14

。
都
道
府
県
で
起
き
て
い

る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
置
か
れ
た
公
害
審
査
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
中
央
公
害
審
査
委
員
会
が
扱
う
紛
争
は
以
下
の
も
の
と
さ
れ
た
。 

 

一 

現
に
人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
公
害
に
係
る
著
し
い
被
害
が
生
じ
、
か
つ
、

当
該
被
害
が
相
当
多
数
の
者
に
及
び
、
又
は
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
お
け
る

当
該
公
害
に
係
る
紛
争
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の 

二 
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
二
以
上
の
都
道
府
県
に
わ
た
る
広
域
的
な
見

地
か
ら
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
公
害
に
係
る
紛
争
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も

の 

五

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号



三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
の
行
な
わ

れ
た
場
所
及
び
当
該
活
動
に
伴
う
公
害
に
係
る
被
害
の
生
じ
た
場
所
が
異
な
る

都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
又
は
こ
れ
ら
の
場
所
の
一
方
若
し
く
は
双
方

が
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
内
に
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
害
に
係
る
紛

争 

 

 

「
公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令
」（
昭
和
四
五
年
政
令
第
二
五
三
号
）
で
指
定
さ
れ
た
紛

争
は
次
の
も
の
で
あ
る
15

。 

 

第
一
号 

大
気
汚
染
に
よ
る
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息
（
四
日
市
ぜ
ん
そ
く
）、
水
俣
病
、
イ
タ
イ

イ
タ
イ
病 

大
気
汚
染
又
は
水
質
の
汚
濁
に
よ
る
動
植
物
に
係
る
被
害
に
関
す
る
紛
争
で
、
被

害
総
額
が
一
億
円
以
上
で
あ
る
も
の 

 

第
二
号 

航
空
機
の
航
行
に
伴
う
騒
音
に
係
る
紛
争 

新
幹
線
鉄
道
の
列
車
の
走
行
に
伴
う
騒
音
に
係
る
紛
争 

 「
公
害
紛
争
処
理
法
」
が
、
熊
本
県
水
俣
病
訴
訟
、
富
山
県
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
訴
訟
、

新
潟
県
新
潟
水
俣
病
訴
訟
、
三
重
県
四
日
市
公
害
訴
訟
の
い
わ
ゆ
る
四
大
公
害
訴
訟
の

迅
速
な
解
決
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
四
大
公
害
が
第
一

号
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
航
空
機
や
新
幹
線
の
騒
音
に
係
る
紛
争
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

一一
．．
四四  

公公
害害
等等
調調
整整
委委
員員
会会
のの
事事
務務  

  

当
初
の
公
調
委
の
事
務
は
、
設
置
法
第
四
条
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
16

。 

 

一 

公
害
紛
争
処
理
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
調
停
、
仲
裁
及
び
裁
定
を
行
な

い
、
そ
の
他
同
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。 

二 

鉱
業
法
そ
の
他
の
法
律
及
び
鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整
手
続
き
に

関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
、
鉱
業
権
の
設
定

に
関
す
る
不
服
の
裁
定
等
を
行
な
い
、
そ
の
他
同
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
。 

三 

委
員
会
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
統
計
そ
の
他
の
資
料
及
び
整
理
に
関
す
る

事
務
を
行
な
う
こ
と
。 

四 

委
員
会
の
所
管
行
政
に
関
す
る
啓
発
及
び
周
知
宣
伝
を
行
な
い
、
部
内
の
人

事
、
会
計
及
び
庶
務
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
こ
と
。 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
律
に
基
づ
き
委
員
会
に
属
さ
せ
ら
れ
た

事
務
を
行
う
こ
と
。 

 

 

第
四
条
一
号
に
は
、
公
害
紛
争
処
理
法
に
よ
っ
て
、
公
害
紛
争
の
調
停
、
仲
裁
、
裁

定
を
行
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
中
央
公
害
審
査
委
員
会
と
異
な
る
の
は
「
裁
定
」

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
当
事
者
間
の
合
意
に
基
礎
を
置
く
調
停
や
仲
裁
で

は
公
害
紛
争
の
解
決
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
準
司
法
的
に
裁
定
を
行
な
う
権
限
を
も
っ

た
行
政
委
員
会
の
設
立
が
目
指
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
」
の
制
定
に
伴
い
、「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
」
は
、

「
鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整
手
続
き
に
関
す
る
法
律
」
へ
題
名
改
正
し
て
い
る
。

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
」
第
四
条
二
号
で
、「
鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整

六

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号



手
続
き
に
関
す
る
法
律
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
、
鉱
業
権

の
設
定
に
関
す
る
不
服
の
裁
定
等
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
、
土
地
調
整
委
員
会
が
所
掌

し
た
事
務
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

こ
の
他
に
、
所
掌
事
務
に
関
す
る
統
計
や
資
料
の
整
理
、
所
管
行
政
の
周
知
宣
伝
、

人
事
、
会
計
、
庶
務
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
「
国
家
行
政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
五
八
年
法
律
第
七
八
号
）
が
制

定
さ
れ
、
第
四
条
四
号
が
削
除
さ
れ
た
17

。 

 

そ
の
後
、
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
に
、「
中
央
省
庁
等
改
革
の
た
め
の
国
の
行
政

組
織
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
〇
二
号
）
が
制
定

さ
れ
、「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
18

。
第
二
条
の
委
員
会

の
設
置
に
関
す
る
規
定
で
「
総
理
府
」
が
「
総
務
省
」
に
改
め
ら
れ
、
第
三
条
の
委
員

会
の
任
務
は
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
（
引
用
文
中
の
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）。 

 

改
正
前
の
第
三
条 

委
員
会
は
、
公
害
に
係
る
紛
争
の
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
鉱

業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般
公
益
等
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
を
そ
の
主

た
る
任
務
と
す
る
。 

 

改
正
後
の
第
三
条 

委
員
会
は
、
公
害
に
係
る
紛
争
の
迅
速
か
つ
適
正
な
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
鉱

業
、
採
石
業
又
は
砂
利
採
取
業
と
一
般
公
益
又
は
農
業
、
林
業
そ
の
他
の
産
業
と

の
調
整
を
図
る
ほ
か
、
土
地
そ
の
他
の
物
又
は
地
上
権
そ
の
他
の
権
利
の
収
用
又

は
使
用
に
関
す
る
手
続
に
寄
与
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。 

 
 

 

改
正
後
は
鉱
業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業
と
、
一
般
公
益
の
他
に
農
業
や
林
業
そ
の

他
の
産
業
と
の
調
整
を
図
る
と
し
て
、
農
業
や
林
業
な
ど
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
土
地
収
用
な
ど
の
手
続
き
に
寄
与
す
る
と
し
て
土
地
収
用
に
関
す
る
意
見
の

申
出
制
度
が
任
務
の
中
に
明
記
さ
れ
た
。 

 

第
四
条
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
な
改
正
が
行
わ
れ
た
。 

 

第
四
条 

委
員
会
は
、
前
条
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
。 

一 

公
害
に
係
る
紛
争
の
あ
つ
せ
ん
、
調
停
、
仲
裁
及
び
裁
定
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

鉱
区
禁
止
区
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

鉱
業
法
そ
の
他
の
法
律
及
び
鉱
業
等
に
係
る
土
地
利
用
の
調
整
手
続
等
に

関
す
る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
不
服
の
裁
定
を
行
う
こ
と
。 

四 

土
地
収
用
法
第
二
七
条
第
二
項
又
は
第
一
三
一
条
第
一
項
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
。 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
律
（
法
律
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
）
に

基
づ
き
委
員
会
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
務
。 

  

公
害
紛
争
の
「
あ
つ
せ
ん
」
は
、
昭
和
四
九
年
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
、
当
事
者
間

に
お
け
る
紛
争
の
自
主
的
解
決
を
援
助
し
、
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
交
渉
、
話
し
合
い

が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
間
に
入
っ
て
仲
介
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
二
、
三
、
四
号
は
改
正
前
の
二
号
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
が
、
鉱
区
禁
止
区
域
に
関

す
る
こ
と
、
鉱
業
法
等
の
不
服
の
裁
定
、
土
地
収
用
に
関
す
る
意
見
の
申
出
の
三
つ
の

事
務
と
し
て
分
割
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

三
号
の
不
服
の
裁
定
に
関
し
て
は
、
土
地
調
整
委
員
会
時
代
に
も
一
〇
の
法
律
が
裁

定
の
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
た
が
、
公
調
委
の
時
代
に
も
追
加
さ
れ
た
法
律
が
あ
る
。

七

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号



「
自
然
環
境
保
全
法
」（
昭
和
四
七
年
法
律
第
八
五
号
）、「
都
市
緑
地
保
全
法
」（
昭
和

四
八
年
法
律
第
七
二
号
、
平
成
一
六
年
に
「
都
市
緑
地
法
」
に
改
称
）、「
絶
滅
の
お
そ

れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
四
年
法
律
第
七
五
号
）
、

「
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
一
二
年
法
律
第
一
一
七

号
）
の
四
つ
の
法
律
が
追
加
さ
れ
た
19

。
ま
た
「
都
市
計
画
法
」
や
「
河
川
法
」
の
改
正

に
よ
っ
て
裁
定
項
目
が
追
加
さ
れ
た
例
も
あ
る
。 

 

二二  

公公
害害
等等
調調
整整
委委
員員
会会
のの
文文
書書
管管
理理
体体
制制  

 

二二
．．
一一  

土土
地地
調調
整整
委委
員員
会会
・・
公公
害害
等等
調調
整整
委委
員員
会会
のの
文文
書書
管管
理理
部部
門門  

   

土
地
調
整
委
員
会
に
は
事
務
局
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
事
務
局
の
組
織
や
所
掌
事
務

を
定
め
た
「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
」
に
、
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
の
定
め

が
あ
る
20

。
総
務
課
の
所
掌
事
務
を
規
定
す
る
第
二
条
に
「
十 

文
書
の
接
受
、
発
送

及
び
編
集
並
び
に
法
の
規
定
に
基
く
調
書
の
作
成
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。
」
と
あ

り
、
総
務
課
が
文
書
管
理
の
担
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 

中
央
公
害
審
査
委
員
会
に
も
事
務
局
が
置
か
れ
た
が
、
事
務
局
が
所
掌
す
る
事
務
の

詳
細
は
不
明
で
、
委
員
会
の
文
書
管
理
の
担
当
部
門
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
。 

 

総
理
府
外
局
時
代
の
公
調
委
で
は
、「
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
」（
昭
和

四
七
年
政
令
第
二
三
六
号
）
に
お
い
て
、
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
定
め
が
な
さ
れ
て
い

る
21

。
総
務
課
の
所
掌
事
務
を
規
定
す
る
第
二
条
に
「
五 

文
書
の
接
受
、
発
送
、
編
集

及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

二二
．．
二二  

公公
害害
等等
調調
整整
委委
員員
会会
のの
文文
書書
管管
理理
体体
制制  

 
 

 

土
地
調
整
委
員
会
及
び
中
央
公
害
審
査
委
員
会
、
そ
し
て
総
理
府
外
局
時
代
の
公
調

委
の
文
書
管
理
に
関
す
る
規
則
は
、
管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
後
段
で
も
触

れ
る
が
、
総
理
府
外
局
時
代
の
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
文
書
が
移
管
さ
れ
た
実

績
も
あ
る
た
め
、
な
ん
ら
か
の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
文
書
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

 

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
一
日
、「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
平

成
平
成
二
一
年
法
律
第
六
六
号
、
以
下
、
公
文
書
管
理
法
と
い
う
。）
が
施
行
さ
れ
、
同

日
に
、「
行
政
文
書
の
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣

総
理
大
臣
決
定
）
が
決
定
さ
れ
た
。
公
調
委
は
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
た
「
公
害

等
調
整
委
員
会
行
政
文
書
管
理
規
則
」
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
公
害
等
調
整
委
員
会

訓
令
第
一
号
）
を
定
め
た
。
こ
こ
で
は
「
公
害
等
調
整
委
員
会
行
政
文
書
管
理
規
則
」

の
令
和
六
年
度
（
二
〇
二
四
）
に
お
け
る
最
新
版
に
よ
り
、
公
調
委
の
文
書
管
理
体
制

を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
22

。 

 

文
書
管
理
体
制
と
し
て
、
総
括
文
書
管
理
者
に
事
務
局
長
、
副
総
括
文
書
管
理
者
に

総
務
課
長
を
充
て
て
い
る
。
総
括
文
書
管
理
者
は
、
所
掌
事
務
に
関
す
る
文
書
管
理
の

実
施
責
任
者
と
し
て
、
文
書
管
理
者
を
指
名
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
管

理
者
が
、（
一
）
保
存
、（
二
）
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
の
措
置
の
設
定
、（
三
）
行

政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
へ
の
記
載
、（
四
）
移
管
又
は
廃
棄
等
、（
五
）
管
理
状
況
の

点
検
等
、（
六
）
行
政
文
書
の
作
成
、
標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
の
作
成
等
に
よ
る
行
政

文
書
の
整
理
そ
の
他
の
行
政
文
書
管
理
に
関
す
る
職
員
の
指
導
等
を
行
う
こ
と
と
さ

れ
、
委
員
会
に
お
け
る
実
質
的
な
文
書
管
理
を
担
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
文
書
管
理
者
の
補
佐
と
し
て
文
書
管
理
担
当
者
が
指
名
さ
れ
る
。
総
務
課
の

所
掌
事
務
に
係
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
の
職
員
が
指
名
さ
れ
、
審
査
官
の

分
掌
す
る
事
務
に
係
る
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
審
査
官
補
佐
及
び
事
務
官
の
事
務
を

処
理
す
る
職
員
が
指
名
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
文
書
の
接
受
及
び
発

八

公
害
等
調
整
委
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会
か
ら
移
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さ
れ
た
文
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特
徴
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送
に
関
す
る
事
務
に
従
事
す
る
文
書
取
扱
主
任
と
し
て
総
務
課
庶
務
係
長
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。 

こ
の
規
則
の
別
表
一
と
し
て
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」

が
あ
り
、
公
調
委
が
作
成
・
取
得
す
る
文
書
を
、
事
務
ご
と
に
分
類
し
、
そ
の
文
書
の

保
存
期
間
と
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
を
定
め
て
い
る
。 

最
後
に
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
で
、
保
存
期
間
満
了

時
の
措
置
が
移
管
と
さ
れ
て
い
る
文
書
は
ど
の
よ
う
な
事
項
に
関
す
る
も
の
か
を
確

認
し
て
お
く
。
表
１
は
「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
で
保
存

期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
（
一
部
移
管
を
含
む
）
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
抜
き
出
し

た
も
の
で
あ
る
。 

機
構
・
定
員
関
係
や
法
令
の
制
定
、
広
報
と
い
っ
た
他
の
行
政
機
関
で
も
移
管
と
さ

れ
て
い
る
事
項
も
見
ら
れ
る
が
、
委
員
会
で
の
意
思
決
定
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る

「
委
員
会
議
の
決
定
又
は
了
解

及
び
そ
の
経
緯
」
に
付
随
し
て
作

成
さ
れ
る
会
議
資
料
と
議
事
録

が
移
管
と
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
公
害
紛
争
処
理
や
土

地
利
用
調
整
と
い
う
公
調
委
独

自
の
事
務
に
付
随
す
る
事
項
が

移
管
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

公
害
紛
争
処
理
や
土
地
の
利
用

調
整
に
つ
い
て
の
文
書
の
す
べ

て
が
移
管
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
公
調
委
に
係
属
し

た
公
害
事
件
に
関
す
る
事
件
記

録
等
は
、
「
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
次
に
掲
げ
る
事
件
に
関
す

る
も
の
」
と
し
て
、
以
下
の
五
つ

の
類
型
を
掲
げ
て
い
る
。 

①
重
要
な
先
例
と
な
っ
た 

判
断
が
さ
れ
た
事
件
そ
の 

九
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害
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委
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さ
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他
の
同
種
の
事
件
の
処
理
に
お
け
る
法
令
の
解
釈
運
用
上
特
に
参
考
に
な
る
判

断
が
示
さ
れ
た
事
件 

②
申
立
て
そ
の
他
の
手
続
の
運
営
上
特
に
参
考
に
な
る
方
法
に
よ
り
処
理
さ
れ

た
事
件 

③
そ
の
内
容
が
当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
事
件
で
歴
史
史
料
と
し
て
の
価
値
の

高
い
も
の 

④
全
国
的
に
社
会
の
耳
目
を
集
め
た
事
件
又
は
当
該
地
方
に
お
け
る
特
殊
な
意

義
を
有
す
る
事
件
で
特
に
重
要
な
も
の 

⑤
調
査
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
事
件 

  

こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
移
管
と
さ
れ
る
の
で
、
該
当
し
な
い
文
書
は
廃
棄
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
鉱
業
法
等
の
不
服
の
裁
定
に
関
す
る
記
録
も
同
様
の
類
型
に
よ
っ
て
移

管
か
廃
棄
か
が
判
断
さ
れ
る
。 

 

三三  

移移
管管
文文
書書
群群
のの
特特
徴徴  

 

三三
．．
一一  

総総
理理
府府
外外
局局
時時
代代
にに
移移
管管
ささ
れれ
たた
文文
書書  

  

総
理
府
外
局
時
代
の
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
文
書
が
移
管
さ
れ
た
の
は
、
昭

和
六
三
年
度
（
一
九
八
八
）
と
平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
）
の
二
回
で
あ
る
。 

 

昭
和
六
三
年
度
の
移
管
は
、
昭
和
二
六
～
四
七
年
ま
で
に
作
成
・
取
得
さ
れ
た
「
鉱

区
禁
止
地
域
指
定
」
に
関
す
る
文
書
二
六
二
件
で
、
作
成
・
取
得
機
関
は
土
地
調
整
委

員
会
で
あ
る
。「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」
に
関
す
る
文
書
は
、「
土
地
調
整
委
員
会
設
置

法
」
第
三
条
に
規
定
さ
れ
た
「
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
」
に
付
随
し
て

作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
で
、
具
体
的
に
は
大
臣
又
は
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
地
域
の
都
道
府
県
知
事
か
ら
提
出
さ
れ
た
指
定
請
求
書
や
そ
の
関
係
資

料
（
図
面
等
）
で
あ
る
。 

 

平
成
五
年
度
の
移
管
は
全
部
で
六
四
九
件
あ
り
、
土
地
調
整
委
員
会
が
作
成
・
取
得

し
た
文
書
が
一
三
九
件
、
公
調
委
が
作
成
・
取
得
し
た
文
書
が
五
一
〇
件
と
な
っ
て
い

る
。
土
地
調
整
委
員
会
が
作
成
・
取
得
し
た
文
書
は
「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」
が
一
九

件
、「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
意
見
照
会
関
係
」
が
一
二
〇
件
あ
る
。
公
調
委
が
作
成
・

取
得
し
た
文
書
は
「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」
が
二
四
二
件
、「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く

意
見
照
会
関
係
」
が
二
六
八
件
と
な
っ
て
い
る
。 

 

土
地
調
整
委
員
会
の
「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」
一
九
件
に
つ
い
て
は
、
公
調
委
の
「
鉱

区
禁
止
地
域
指
定
」
に
関
す
る
文
書
と
一
連
の
シ
リ
ー
ズ
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
土
地
調
整
委
員
会
時
代
に
請
求
が
受
理
さ
れ
た
が
、
処
理
が
完
結
し
な
い
ま

ま
、
公
調
委
の
発
足
に
よ
り
公
調
委
へ
と
引
き
継
が
れ
た
事
案
の
文
書
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。 

 

「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
意
見
照
会
関
係
」
は
、
土
地
調
整
委
員
会
の
発
足
後
に

施
行
さ
れ
た
「
土
地
収
用
法
」
に
よ
り
新
た
な
事
務
と
し
て
加
わ
っ
た
建
設
大
臣
へ
の

意
見
の
申
出
制
度
に
付
随
し
て
作
成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。 

「
土
地
収
用
法
」
第
二
七
条
に
は
、
都
道
府
県
知
事
が
事
業
の
認
定
を
拒
否
し
た
場

合
に
、
起
業
者
が
建
設
大
臣
に
事
業
の
認
定
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
規
定
が

あ
り
、
建
設
大
臣
が
こ
の
申
請
を
受
け
た
と
き
に
、
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
い

た
上
で
処
分
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
23

。
第
二
八
条
は
、
建
設
大
臣
ま
た
は
都
道
府
県

知
事
が
事
業
の
認
定
を
拒
否
し
た
場
合
に
、
起
業
者
が
再
審
査
を
申
請
で
き
る
と
し
た

規
定
で
、
建
設
大
臣
が
再
審
査
申
請
を
受
け
た
と
き
に
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞

い
た
上
で
処
分
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
第
一
三
一
条
は
、
第
一
二
九
条
で
規
定
さ
れ

た
事
業
認
定
に
対
す
る
不
服
の
訴
願
に
対
し
て
、
建
設
大
臣
が
そ
の
裁
決
す
る
と
き
に
、

あ
ら
か
じ
め
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
規
定
で

あ
る
。 

一
〇

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴
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そ
の
後
、
昭
和
三
七
年
に
「
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等

に
関
す
る
法
律
」（
昭
和
三
七
年
法
律
第
一
六
一
号
）
に
よ
り
、「
土
地
収
用
法
」
の
第

二
八
条
、
第
一
二
九
条
～
第
一
三
一
条
の
規
定
が
整
理
さ
れ
、
意
見
の
申
出
の
対
象
は

第
二
七
条
と
第
一
三
一
条
と
さ
れ
た
24

。
改
正
さ
れ
た
第
一
三
一
条
で
は
、
事
業
認
定

に
関
す
る
処
分
又
は
収
用
委
員
会
の
裁
決
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
又
は
審
査
請
求

に
対
す
る
建
設
大
臣
の
決
定
又
は
裁
決
に
際
し
て
、
土
地
調
整
委
員
会
の
意
見
を
聞
く

こ
と
と
さ
れ
た
。 

昭
和
二
六
年
か
ら
平
成
一
三
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
「
土
地
収
用
法
」
に
基
づ
く
意
見

の
申
出
は
八
六
二
件
で
、
収
用
委
員
会
の
裁
決
を
不
服
と
す
る
も
の
六
三
七
件
、
事
業

認
定
を
不
服
と
す
る
も
の
二
二
七
件
と
な
っ
て
い
る
25

。
つ
ま
り
意
見
の
申
出
は
、「
土

地
収
用
法
」
第
一
三
一
条
に
基
づ
く
訴
願
、
異
議
申
立
て
、
審
査
請
求
に
関
し
て
行
わ

れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
移
管
さ
れ
た
文
書
も
訴
願
、
異
議
申
立
て
、

審
査
請
求
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。 

平
成
五
年
度
に
移
管
さ
れ
た
「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」
に
関
す
る
文
書
の
作
成
年
は

昭
和
四
三
年
か
ら
昭
和
六
三
年
ま
で
、「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
意
見
照
会
関
係
」
の

文
書
の
作
成
年
は
昭
和
二
七
年
か
ら
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
ま
で
で
あ
る
。 

ま
と
め
る
と
、
総
理
府
外
局
時
代
の
公
調
委
か
ら
の
移
管
は
昭
和
六
三
年
度
、
平
成

五
年
度
の
二
回
あ
っ
た
。
移
管
さ
れ
た
の
は
、
土
地
調
整
委
員
会
及
び
公
調
委
が
作
成
・

取
得
し
た
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
に
関
す
る
文
書
と
「
土
地
収
用
法
」
に
基
づ
く
意
見
の

申
出
に
関
す
る
文
書
の
二
類
型
で
、
ど
ち
ら
も
土
地
利
用
調
整
の
事
務
に
由
来
す
る
も

の
で
あ
る
。 

 

三三
．．
二二  

総総
務務
省省
外外
局局
時時
代代
にに
移移
管管
ささ
れれ
たた
文文
書書  

  

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
一
月
六
日
に
総
務
省
の
外
局
と
し
て
公
調
委
が
設
置
さ

れ
た
。
総
務
省
の
外
局
と
な
っ
た
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
文
書
の
移
管
が
始
ま

る
の
は
、
平
成
二
一
年
度
保
存
期
間
満
了
分
か
ら
と
な
る
。
以
後
毎
年
度
保
存
期
間
が

満
了
し
た
文
書
が
確
認
で
き
る
と
と
も
に
、
総
理
府
外
局
時
代
と
は
異
な
る
多
様
な
類

型
の
文
書
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

表
２
は
、
平
成
二
一
年
度
以
降
の
各
保
存
期
間
満
了
年
度
に
何
件
文
書
が
あ
る
の
か
、

そ
の
文
書
が
公
調
委
等
の
ど
の
事
務
に
付
随
す
る
文
書
な
の
か
を
分
類
し
た
も
の
で

あ
る
26

。
な
お
表
２
に
は
総
理
府
外
局
時
代
の
昭
和
六
三
年
度
と
平
成
五
年
度
に
移
管

さ
れ
た
文
書
も
加
え
て
い
る
。 

 

平
成
二
一
年
度
（
二
〇
〇
九
）
は
、
昭
和
二
八
～
四
六
年
度
に
か
け
て
の
土
地
調
整

委
員
会
の
年
次
報
告
と
、
昭
和
四
七
～
五
四
年
度
に
か
け
て
の
公
調
委
の
年
次
報
告
が

確
認
で
き
る
。
そ
の
他
に
平
成
一
一
年
度
の
予
算
関
係
の
文
書
が
み
ら
れ
る
。 

平
成
二
二
年
度
は
、「
公
害
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
助
言
」
に
関
す
る
文
書
が

確
認
で
き
る
。
公
調
委
は
、
中
央
公
害
審
査
委
員
会
を
引
き
継
い
だ
組
織
な
の
で
、
地

方
公
共
団
体
が
設
置
し
た
公
害
審
査
委
員
会
に
対
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
も
事
務
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
地
方
公
共
団
体
が
処
理
し
て
い
る
公
害
苦
情
の

状
況
を
ま
と
め
、
苦
情
処
理
の
事
例
集
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
の
公
害
審
査
委
員

会
に
配
付
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
務
に
付
随
し
て
作
成
さ
れ
た
「
公
害
苦
情
処
理

事
例
集
」
や
「
公
害
紛
争
処
理
情
報
」
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
他
に
、
昭
和
五
〇
年
代
の
定
員
関
係
の
文
書
と
平
成
一
一
年
度
の
中
央
省
庁
等

改
革
に
伴
う
政
令
改
正
関
係
の
文
書
、
昭
和
五
三
～
五
六
年
度
の
委
員
会
議
の
議
事
録

と
資
料
が
確
認
で
き
る
。 

平
成
二
一
、
二
二
年
度
保
存
期
間
満
了
分
の
文
書
は
、
総
理
府
外
局
時
代
に
移
管
さ

れ
た
文
書
と
は
異
な
る
事
務
に
付
随
す
る
文
書
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
平
成

二
三
年
度
以
降
は
さ
ら
に
多
様
な
事
務
に
付
随
す
る
文
書
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
表
２
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

一
一

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
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平
成
二
三
年
度
以
降
、
こ
れ
ま
で
移
管
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
務
に
付
随
す
る
文
書

が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日

に
公
文
書
管
理
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
公
調
委
で
は
、「
公
害
等
調
整
委
員
会

行
政
文
書
管
理
規
則
」
を
定
め
、
事
務
ご
と
に
作
成
・
取
得
さ
れ
る
文
書
の
保
存
期
間

と
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
を
「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」

に
ま
と
め
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
と
さ
れ
る
文
書
が
、

保
存
期
間
の
満
了
後
に
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

 

平
成
二
三
年
度
は
、
昭
和
五
五
～
五
七
年
度
の
「
公
害
紛
争
の
調
停
、
仲
裁
、
裁
定
」

に
関
す
る
文
書
と
昭
和
五
六
～
五
七
年
度
の
「
鉱
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
不
服
の
裁

定
」
に
関
す
る
文
書
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
以
降
、
作
成
・
取
得
し
て
か
ら
三
〇
年
が

経
過
し
た
「
公
害
紛
争
の
調
停
、
仲
裁
、
裁
定
」、「
鉱
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
不
服

の
裁
定
」
に
付
随
す
る
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
成
二
四
年
度
か
ら
「
広
報
・
報
道
」
に
関
す
る
文
書
と
し
て
、
報
道
発
表
資
料
が

確
認
で
き
、
こ
れ
も
年
度
ご
と
に
移
管
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
表
２
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

平
成
二
四
年
度
に
は
、「
研
究
会
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
に
関
す
る
文
書
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
時
代
に
始
ま
っ
た
公
害
問
題
研
究
会

（
後
に
公
害
等
問
題
研
究
会
に
改
称
）
に
関
す
る
文
書
と
、
一
九
九
〇
年
代
に
行
わ
れ

て
い
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
公
害
問
題
研
究
会
関
係
は
、

昭
和
四
五
～
四
六
年
度
の
「
公
害
問
題
研
究
会
報
告
書
」
、
昭
和
四
七
～
六
三
年
度
の

一
二

公
害
等
調
整
委
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か
ら
移
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れ
た
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書
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特
徴
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「
公
害
等
問
題
研
究
会
講
演
記
録
」
か
ら
な
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
「
廃
棄
物

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
、
「
交
通
に
関
す
る
公
害
紛
争
事
件
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

と
い
っ
た
簿
冊
標
題
と
な
っ
て
お
り
、
紛
争
の
内
容
等
に
応
じ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
設
け
ら
れ
、
研
究
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

平
成
三
〇
年
度
に
は
、
土
地
調
整
委
員
会
の
「
鉱
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
不
服
の

裁
定
」
や
公
調
委
の
「
公
害
紛
争
の
調
停
、
仲
裁
、
裁
定
」
の
件
数
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
一
つ
の
事
案
で
十
数
冊
あ
る
よ
う
な
簿
冊
が
ま
と
ま
っ
て
移
管
さ
れ
た

た
め
で
あ
る
。
移
管
元
の
部
局
も
こ
れ
ま
で
は
公
害
等
調
整
員
会
事
務
局
総
務
課
の
み

だ
っ
た
が
、「
公
害
紛
争
の
調
停
、
仲
裁
、
裁
定
」
に
関
す
る
文
書
は
事
務
局
審
査
官
か

ら
の
移
管
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
総
務
省
外
局
時
代
に
移
管
さ
れ
た
文
書
が
ど
の
事
務
に
付
随
し
て
作

成
・
取
得
さ
れ
た
文
書
な
の
か
を
分
析
す
る
と
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保

存
期
間
基
準
」
で
保
存
期
間
満
了
後
の
措
置
が
移
管
と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
文
書
が
適

切
に
移
管
さ
れ
て
い
る
状
況
が
み
え
て
く
る
。
こ
こ
に
、
総
理
府
外
局
時
代
に
移
管
さ

れ
た
「
鉱
区
禁
止
地
域
の
指
定
」（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
「
鉱
区

禁
止
地
域
指
定
」）
と
「
土
地
収
用
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
申
出
」（
国
立
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
意
見
照
会
関
係
」）
を
加
え

る
と
、
土
地
調
整
委
員
会
、
中
央
公
害
審
査
委
員
会
、
公
調
委
が
作
成
・
取
得
し
た
文

書
で
、
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る
べ
き
文
書
は
移
管
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。 

 

公
文
書
管
理
法
施
行
以
前
の
公
調
委
の
文
書
管
理
の
ル
ー
ル
や
実
態
は
不
明
な
点

が
多
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
移
管
実
績
か
ら
す
る
と
、
保
管
す
べ
き
文
書
を
適
切
に
保
管

し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

三三
．．
三三  

今今
後後
移移
管管
ささ
れれ
るる
文文
書書  

  

本
章
の
最
後
に
、
今
後
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る
文
書
の
見
通
し

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」
で
、
検
索
対

象
を
「
総
務
省
」「
公
害
等
調
整
委
員
会
」
と
設
定
し
た
検
索
結
果
と
、
同
条
件
で
「
保

存
期
間
満
了
時
の
措
置
」
を
「
移
管
」
と
設
定
し
て
検
索
し
た
結
果
を
表
３
に
ま
と

め
た
27

。 

 

検
索
結
果
に
よ
れ
ば
、
公
調
委
が
保
有
し
て
い
る
文
書
は
一
八
八
三
件
で
、
事
務
別

に
分
類
す
る
と
、「
公
害
紛
争
の
処
理
」
に
関
す
る
文
書
が
五
〇
四
件
と
最
も
多
い
こ
と

表３ 公調委が保有している行政文書 

一
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が
わ
か
る
。
次
い
で
「
機
構
・
人
事
・
会
計
・
庶
務
等
」
に
関
す
る
文
書
が
四
〇
六
件

で
、
特
に
職
員
の
任
免
、
人
事
評
価
、
出
張
報
告
、
給
与
等
の
人
事
に
関
す
る
文
書
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
一
八
八
三
件
の
文
書
の
内
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
移
管
と
さ
れ
て
い
る

の
は
六
三
九
件
で
あ
る
。「
年
次
報
告
・
国
会
対
応
等
」
は
三
五
件
中
二
五
件
、「
広
報
・

報
道
」
は
五
四
件
中
四
三
件
、
「
委
員
会
議
等
」
は
一
七
四
件
中
一
四
九
件
、
「
法
令
、

省
令
、
規
則
の
改
正
」
は
一
三
四
件
中
一
〇
一
件
と
半
数
以
上
の
文
書
が
移
管
さ
れ
る

こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
に
照
ら

せ
ば
こ
れ
ら
の
事
務
に
付
随
す
る
文
書
は
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
妥

当
な
措
置
と
い
え
る
。 

 

「
機
構
・
人
事
・
会
計
・
庶
務
等
」
は
四
〇
六
件
中
八
件
、「
文
書
管
理
」
は
一
三
二

件
中
四
件
と
、
保
有
数
と
比
べ
る
と
移
管
さ
れ
る
文
書
が
限
定
的
だ
が
、
こ
れ
は
「
公

害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
で
移
管
と
さ
れ
る
事
務
が
「
機
構
及

び
定
員
に
関
す
る
事
項
」
と
「
文
書
の
移
管
に
関
す
る
事
項
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
で
、

実
際
に
そ
れ
ら
に
関
す
る
文
書
は
移
管
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。「
機
構
・
人
事
・
会
計
・

庶
務
等
」
は
前
述
の
通
り
人
事
に
関
す
る
文
書
が
大
半
を
占
め
、「
文
書
管
理
」
は
文
書

受
付
簿
が
一
〇
〇
件
あ
ま
り
登
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
移
管
さ
れ
な
い
文

書
が
多
く
な
っ
て
い
る
。 

 

公
調
委
独
自
の
事
務
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
公
害
紛
争
の
処
理
」、「
公
害
に
関
す
る

地
方
公
共
団
体
へ
の
助
言
」、「
鉱
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
不
服
の
裁
定
」
は
、
す
べ

て
の
文
書
が
移
管
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
公
害

紛
争
の
処
理
」
と
「
鉱
業
法
等
の
規
定
に
基
づ
く
不
服
の
裁
定
」
に
関
す
る
文
書
は
「
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
」
な
文
書
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
移
管
か
廃
棄
か
が
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。「
公
害
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体
へ
の
助
言
」
に
関
し
て
は
「
公
害
苦
情
処

理
事
例
集
」
と
「
公
害
紛
争
処
理
情
報
決
裁
文
書
」
が
移
管
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
廃

棄
と
な
る
。 

 

「
鉱
区
禁
止
区
域
の
指
定
」
に
関
す
る
文
書
は
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書

保
存
期
間
基
準
」
で
移
管
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
未
設
定

と
な
っ
て
い
る
一
件
を
除
い
て
移
管
さ
れ
る
。 

 

以
上
、
公
調
委
が
保
有
し
て
い
る
文
書
の
状
況
と
今
後
移
管
さ
れ
る
文
書
の
見
通
し

を
確
認
し
て
き
た
が
、「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
に
照
ら
し

て
適
切
に
移
管
が
行
わ
れ
て
い
く
と
判
断
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

おお
わわ
りり
にに  

  

本
稿
は
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
特

徴
を
分
析
し
て
き
た
。
第
一
章
で
は
、
土
地
調
整
委
員
会
と
中
央
公
害
審
査
委
員
会
を

統
合
し
て
設
置
さ
れ
た
公
調
委
の
組
織
履
歴
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
土
地
調
整
委
員

会
、
中
央
公
害
審
査
委
員
会
、
公
調
委
の
所
掌
事
務
を
確
認
し
、
公
調
委
の
所
掌
事
務

が
土
地
調
整
委
員
会
と
中
央
公
害
審
査
委
員
会
の
所
掌
事
務
を
引
き
継
い
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

第
二
章
で
は
、
土
地
調
整
委
員
会
と
公
調
委
の
事
務
局
組
織
令
に
よ
り
、
事
務
局
総

務
課
が
文
書
管
理
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、「
害

等
調
整
委
員
会
文
書
管
理
規
則
」
定
め
ら
れ
た
文
書
管
理
体
制
を
ま
と
め
た
。
公
調
委

で
は
、
総
括
文
書
管
理
者
（
事
務
局
長
）
に
指
名
さ
れ
た
文
書
管
理
者
が
実
質
的
な
文

書
管
理
を
担
い
、
そ
れ
を
補
佐
す
る
文
書
管
理
担
当
者
が
置
か
れ
て
い
る
。
文
書
の
保

存
に
関
し
て
は
、
副
総
括
文
書
管
理
者
（
総
務
課
長
）
に
よ
る
集
中
管
理
を
行
う
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
に
よ
り
、
事
務
別
に
作
成
・

取
得
さ
れ
る
文
書
と
そ
の
保
存
期
間
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
四

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号



法
令
や
閣
議
、
機
構
、
定
員
、
広
報
な
ど
一
般
的
な
行
政
機
関
で
も
移
管
と
さ
れ
る
文

書
が
移
管
に
指
定
さ
れ
る
他
、
委
員
会
議
、
公
害
紛
争
処
理
、
土
地
利
用
調
整
と
い
っ

た
公
調
委
が
所
掌
す
る
独
自
の
事
務
に
付
随
す
る
文
書
の
一
部
が
移
管
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。 

 

第
三
章
で
、
公
調
委
か
ら
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
の
詳
細
を
分
析
し
た
。

総
理
府
外
局
時
代
に
は
、
二
度
の
移
管
が
行
わ
れ
、
土
地
調
整
委
員
会
の
所
掌
事
務
に

由
来
す
る
「
鉱
区
禁
止
地
域
指
定
」、「
土
地
収
用
法
等
に
基
づ
く
意
見
照
会
関
係
」
に

関
す
る
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

総
務
省
外
局
時
代
は
、
平
成
二
一
年
度
保
存
期
間
満
了
分
か
ら
公
調
委
の
文
書
が
確

認
で
き
、
そ
れ
ら
は
総
理
府
外
局
時
代
と
は
異
な
る
事
務
に
付
随
す
る
文
書
で
あ
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
特
に
公
文
書
管
理
法
が
施
行
さ
れ
た
平
成
二
三
年
度
以
降
に
事

務
の
分
類
が
増
加
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
公
調
委
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
を
総
合
的
に
み
る
と
、
「
公
害
等
調
整
委

員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
に
よ
り
移
管
と
さ
れ
て
い
る
文
書
が
適
切
に
移
管

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
以
前
の
公
調
委
の
文
書
管
理
の
ル
ー
ル
や
実
態
は
不
明

な
点
が
多
い
が
、
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
か
ら
推
測
す
る
と
、
重
要
な
文

書
を
適
切
に
保
管
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」
を
利
用
し
て
、
公
調
委
が
保
有
し
て

い
る
文
書
で
将
来
的
に
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
る
文
書
の
見
通
し
を
確
認
し
た
。

こ
れ
に
関
し
て
も
「
公
害
等
調
整
委
員
会 

標
準
文
書
保
存
期
間
基
準
」
に
よ
り
移
管

と
さ
れ
て
い
る
文
書
に
、
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
と
し
て
移
管
が
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
、
将
来
的
な
移
管
も
適
切
に
進
む
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

行
政
委
員
会
の
よ
う
な
組
織
の
場
合
、
文
書
管
理
に
関
す
る
訓
令
が
残
さ
れ
て
い
な

い
と
、
当
時
の
文
書
管
理
の
体
制
や
規
定
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
国
立
公
文
書
館
へ
移
管
さ
れ
た
文
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
文
書
が
ど
の
よ
う
に

管
理
さ
れ
保
存
さ
れ
て
き
た
の
か
を
逆
照
射
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
本

稿
で
そ
の
可
能
性
を
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

行
政
委
員
会
は
一
般
の
行
政
組
織
か
ら
あ
る
程
度
独
立
の
地
位
を
も
つ
行
政
機
関

で
、
処
分
権
限
等
の
行
政
的
権
能
の
ほ
か
、
と
き
に
訴
訟
の
判
断
等
の
準
司
法
的
権
能
、

規
則
制
定
等
の
準
立
法
的
権
能
を
も
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
そ
の
行
政
委
員
会
が

所
掌
す
る
固
有
の
事
務
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
か
ら
移
管
さ

れ
た
文
書
を
分
析
す
る
際
は
、
そ
の
固
有
の
事
務
に
付
随
す
る
文
書
が
移
管
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、
本
稿
の
よ
う
に
事
務
に

附
属
す
る
文
書
と
い
う
形
で
の
分
析
は
、
そ
の
文
書
群
の
特
徴
を
よ
く
示
す
も
の
と
し

て
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

１ 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」、『
北
の
丸
』（
第
四
三
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学

省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」、（『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇

一
三
年
二
月
）、
を
嚆
矢
と
し
て
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
内
閣
法
制
局
、
人
事

院
、
厚
生
労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
郵
政
省
、
会
計
検
査
院
、
法
務
省
の
移
管
文

書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
松
尾
佐
保
「
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書―

「
移
管

資
料
群
」
の
特
徴
分
析
を
中
心
と
し
て
」、（『
北
の
丸
』
第
五
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、

は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
活
用
し
て
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
現
用
文
書

で
将
来
的
に
移
管
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
も
総
務
省

公
害
等
調
整
委
員
会
が
保
有
し
て
い
る
文
書
を
分
析
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。 

２ 
法
令
用
語
研
究
会
編
『
法
律
用
語
辞
典
』
第
５
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
。 

３ 

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
編
『
公
害
等
調
整
委
員
会
３
０
年
史
』、
二
〇
〇
二
年
、

一
頁
。 

４ 

「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
五
年
・
法
律
第
二
九
二
号
」、

御
三
二
六
七
九
一
〇
〇
。 

５ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
七
年
・
政
令
第
三
七

六
号
、
御
三
四
五
二
九
一
〇
〇
。 

６ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭

和
三
一
年
・
第
七
巻
・
政
令
第
五
一
号
」、
御
三
六
八
二
〇
一
〇
〇
。「
土
地
調
整
委
員

会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
三
二
年
・
第
十
巻
・

政
令
第
二
二
六
号
」、
御
三
七
五
七
七
一
〇
〇
。 

７ 

「
公
害
紛
争
処
理
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
五
巻
・
法
律
第
一
〇
八
号
」、

御
四
四
六
八
六
一
〇
〇
。 

８ 

前
掲
注
３
、
二
～
三
頁
。 

９ 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
三
巻
・
法
律
第

五
二
号
」、
御
四
五
七
〇
〇
一
〇
〇
。 

10 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
九
巻
・

政
令
第
二
三
六
号
」、
御
四
六
〇
一
六
一
〇
〇
。 

11 

前
掲
注
４
。 

12 

前
掲
注
３
，
七
七
～
八
二
頁
。 

13 

前
掲
注
３
、
八
四
～
八
八
頁
。 

14 

前
掲
注
７
。 

15 

「
公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
十
巻
・
政
令
第
二

五
三
号
」、
御
四
四
九
七
六
一
〇
〇
。 

16 

前
掲
注
９
。 

17 

前
掲
注
３
、
四
四
五
頁
。 

18 

前
掲
注
３
、
四
四
六
頁
。 

19 

前
掲
注
３
、
八
二
～
八
四
頁
。 

20 

前
掲
注
５
。 

21 

前
掲
注
10
。 

22 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
文
書
管
理
規
則
」、https://www.soumu.go.jp/ 

main_content/000952655.pdf
 

、 

確
認
日
二
〇
二
四
年
一
一
月
七
日
。 

23 

「
土
地
収
用
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
六
年
・
法
律
第
二
一
九
号
」、
御
三
三
二
九

三
一
〇
〇
。 

24 

前
掲
注
３
、
八
五
～
八
六
頁
。 

25 

前
掲
注
３
、
三
二
四
頁
。 

26 

表
２
の
数
値
は
簿
冊
数
単
位
で
あ
る
。 

27 

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」https://administrative-doc.e-

gov.go.jp/servlet/Fsearch

、
確
認
日
二
〇
二
四
年
一
二
月
四
日
。
表
３
の
数
値
は

簿
冊
単
位
で
あ
る
。 

 

（
調
査
員
） 

     

一
五

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号



 

１ 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」、『
北
の
丸
』（
第
四
三
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学

省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」、（『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇

一
三
年
二
月
）、
を
嚆
矢
と
し
て
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
内
閣
法
制
局
、
人
事

院
、
厚
生
労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
郵
政
省
、
会
計
検
査
院
、
法
務
省
の
移
管
文

書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
松
尾
佐
保
「
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書―

「
移
管

資
料
群
」
の
特
徴
分
析
を
中
心
と
し
て
」、（『
北
の
丸
』
第
五
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、

は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
活
用
し
て
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
現
用
文
書

で
将
来
的
に
移
管
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
も
総
務
省

公
害
等
調
整
委
員
会
が
保
有
し
て
い
る
文
書
を
分
析
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。 

２ 

法
令
用
語
研
究
会
編
『
法
律
用
語
辞
典
』
第
５
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
。 

３ 

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
編
『
公
害
等
調
整
委
員
会
３
０
年
史
』、
二
〇
〇
二
年
、

一
頁
。 

４ 

「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
五
年
・
法
律
第
二
九
二
号
」、

御
三
二
六
七
九
一
〇
〇
。 

５ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
七
年
・
政
令
第
三
七

六
号
、
御
三
四
五
二
九
一
〇
〇
。 

６ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭

和
三
一
年
・
第
七
巻
・
政
令
第
五
一
号
」、
御
三
六
八
二
〇
一
〇
〇
。「
土
地
調
整
委
員

会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
三
二
年
・
第
十
巻
・

政
令
第
二
二
六
号
」、
御
三
七
五
七
七
一
〇
〇
。 

７ 

「
公
害
紛
争
処
理
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
五
巻
・
法
律
第
一
〇
八
号
」、

御
四
四
六
八
六
一
〇
〇
。 

８ 

前
掲
注
３
、
二
～
三
頁
。 

９ 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
三
巻
・
法
律
第

五
二
号
」、
御
四
五
七
〇
〇
一
〇
〇
。 

10 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
九
巻
・

政
令
第
二
三
六
号
」、
御
四
六
〇
一
六
一
〇
〇
。 

11 

前
掲
注
４
。 

12 

前
掲
注
３
，
七
七
～
八
二
頁
。 

13 

前
掲
注
３
、
八
四
～
八
八
頁
。 

14 

前
掲
注
７
。 

15 

「
公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
十
巻
・
政
令
第
二

五
三
号
」、
御
四
四
九
七
六
一
〇
〇
。 

16 

前
掲
注
９
。 

17 

前
掲
注
３
、
四
四
五
頁
。 

18 

前
掲
注
３
、
四
四
六
頁
。 

19 

前
掲
注
３
、
八
二
～
八
四
頁
。 

20 

前
掲
注
５
。 

21 

前
掲
注
10
。 

22 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
文
書
管
理
規
則
」、https://www.soumu.go.jp/ 

main_content/000952655.pdf
 

、 

確
認
日
二
〇
二
四
年
一
一
月
七
日
。 

23 

「
土
地
収
用
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
六
年
・
法
律
第
二
一
九
号
」、
御
三
三
二
九

三
一
〇
〇
。 

24 

前
掲
注
３
、
八
五
～
八
六
頁
。 

25 

前
掲
注
３
、
三
二
四
頁
。 

26 

表
２
の
数
値
は
簿
冊
数
単
位
で
あ
る
。 

27 

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」https://administrative-doc.e-

gov.go.jp/servlet/Fsearch

、
確
認
日
二
〇
二
四
年
一
二
月
四
日
。
表
３
の
数
値
は

簿
冊
単
位
で
あ
る
。 

 

（
調
査
員
） 

     
 

１ 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」、『
北
の
丸
』（
第
四
三
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学

省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」、（『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇

一
三
年
二
月
）、
を
嚆
矢
と
し
て
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
内
閣
法
制
局
、
人
事

院
、
厚
生
労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
郵
政
省
、
会
計
検
査
院
、
法
務
省
の
移
管
文

書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
松
尾
佐
保
「
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書―

「
移
管

資
料
群
」
の
特
徴
分
析
を
中
心
と
し
て
」、（『
北
の
丸
』
第
五
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、

は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
活
用
し
て
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
現
用
文
書

で
将
来
的
に
移
管
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
も
総
務
省

公
害
等
調
整
委
員
会
が
保
有
し
て
い
る
文
書
を
分
析
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。 

２ 

法
令
用
語
研
究
会
編
『
法
律
用
語
辞
典
』
第
５
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
。 

３ 

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
編
『
公
害
等
調
整
委
員
会
３
０
年
史
』、
二
〇
〇
二
年
、

一
頁
。 

４ 

「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
五
年
・
法
律
第
二
九
二
号
」、

御
三
二
六
七
九
一
〇
〇
。 

５ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
七
年
・
政
令
第
三
七

六
号
、
御
三
四
五
二
九
一
〇
〇
。 

６ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭

和
三
一
年
・
第
七
巻
・
政
令
第
五
一
号
」、
御
三
六
八
二
〇
一
〇
〇
。「
土
地
調
整
委
員

会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
三
二
年
・
第
十
巻
・

政
令
第
二
二
六
号
」、
御
三
七
五
七
七
一
〇
〇
。 

７ 

「
公
害
紛
争
処
理
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
五
巻
・
法
律
第
一
〇
八
号
」、

御
四
四
六
八
六
一
〇
〇
。 

８ 

前
掲
注
３
、
二
～
三
頁
。 

９ 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
三
巻
・
法
律
第

五
二
号
」、
御
四
五
七
〇
〇
一
〇
〇
。 

10 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
九
巻
・

政
令
第
二
三
六
号
」、
御
四
六
〇
一
六
一
〇
〇
。 

11 

前
掲
注
４
。 

12 

前
掲
注
３
，
七
七
～
八
二
頁
。 

13 

前
掲
注
３
、
八
四
～
八
八
頁
。 

14 

前
掲
注
７
。 

15 

「
公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
十
巻
・
政
令
第
二

五
三
号
」、
御
四
四
九
七
六
一
〇
〇
。 

16 

前
掲
注
９
。 

17 

前
掲
注
３
、
四
四
五
頁
。 

18 

前
掲
注
３
、
四
四
六
頁
。 

19 

前
掲
注
３
、
八
二
～
八
四
頁
。 

20 

前
掲
注
５
。 

21 

前
掲
注
10
。 

22 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
文
書
管
理
規
則
」、https://www.soumu.go.jp/ 

main_content/000952655.pdf
 

、 

確
認
日
二
〇
二
四
年
一
一
月
七
日
。 

23 

「
土
地
収
用
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
六
年
・
法
律
第
二
一
九
号
」、
御
三
三
二
九

三
一
〇
〇
。 

24 

前
掲
注
３
、
八
五
～
八
六
頁
。 

25 

前
掲
注
３
、
三
二
四
頁
。 

26 

表
２
の
数
値
は
簿
冊
数
単
位
で
あ
る
。 

27 

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」https://administrative-doc.e-

gov.go.jp/servlet/Fsearch

、
確
認
日
二
〇
二
四
年
一
二
月
四
日
。
表
３
の
数
値
は

簿
冊
単
位
で
あ
る
。 

 

（
調
査
員
） 

     

 

１ 

栃
木
智
子
「
経
済
産
業
省
（
通
商
産
業
省
）
文
書
の
構
造
と
移
管
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」、『
北
の
丸
』（
第
四
三
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）、
本
村
慈
「
文
部
省
・
文
部
科
学

省
に
お
け
る
文
書
管
理
と
国
立
公
文
書
館
移
管
文
書
」、（『
北
の
丸
』
第
四
三
号
、
二
〇

一
三
年
二
月
）、
を
嚆
矢
と
し
て
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
、
内
閣
法
制
局
、
人
事

院
、
厚
生
労
働
省
、
公
正
取
引
委
員
会
、
郵
政
省
、
会
計
検
査
院
、
法
務
省
の
移
管
文

書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
松
尾
佐
保
「
会
計
検
査
院
の
組
織
文
書―

「
移
管

資
料
群
」
の
特
徴
分
析
を
中
心
と
し
て
」、（『
北
の
丸
』
第
五
三
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
）、

は
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
活
用
し
て
行
政
機
関
が
保
有
し
て
い
る
現
用
文
書

で
将
来
的
に
移
管
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
に
も
言
及
し
て
い
る
。
本
稿
も
総
務
省

公
害
等
調
整
委
員
会
が
保
有
し
て
い
る
文
書
を
分
析
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。 

２ 

法
令
用
語
研
究
会
編
『
法
律
用
語
辞
典
』
第
５
版
、
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
。 

３ 

公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
編
『
公
害
等
調
整
委
員
会
３
０
年
史
』、
二
〇
〇
二
年
、

一
頁
。 

４ 

「
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
五
年
・
法
律
第
二
九
二
号
」、

御
三
二
六
七
九
一
〇
〇
。 

５ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
七
年
・
政
令
第
三
七

六
号
、
御
三
四
五
二
九
一
〇
〇
。 

６ 

「
土
地
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭

和
三
一
年
・
第
七
巻
・
政
令
第
五
一
号
」、
御
三
六
八
二
〇
一
〇
〇
。「
土
地
調
整
委
員

会
事
務
局
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
三
二
年
・
第
十
巻
・

政
令
第
二
二
六
号
」、
御
三
七
五
七
七
一
〇
〇
。 

７ 

「
公
害
紛
争
処
理
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
五
巻
・
法
律
第
一
〇
八
号
」、

御
四
四
六
八
六
一
〇
〇
。 

８ 

前
掲
注
３
、
二
～
三
頁
。 

９ 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
設
置
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
三
巻
・
法
律
第

五
二
号
」、
御
四
五
七
〇
〇
一
〇
〇
。 

10 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
事
務
局
組
織
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
七
年
・
第
九
巻
・

政
令
第
二
三
六
号
」、
御
四
六
〇
一
六
一
〇
〇
。 

11 

前
掲
注
４
。 

12 

前
掲
注
３
，
七
七
～
八
二
頁
。 

13 

前
掲
注
３
、
八
四
～
八
八
頁
。 

14 

前
掲
注
７
。 

15 

「
公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
四
五
年
・
第
十
巻
・
政
令
第
二

五
三
号
」、
御
四
四
九
七
六
一
〇
〇
。 

16 

前
掲
注
９
。 

17 

前
掲
注
３
、
四
四
五
頁
。 

18 

前
掲
注
３
、
四
四
六
頁
。 

19 

前
掲
注
３
、
八
二
～
八
四
頁
。 

20 

前
掲
注
５
。 

21 

前
掲
注
10
。 

22 

「
公
害
等
調
整
委
員
会
文
書
管
理
規
則
」、https://www.soumu.go.jp/ 

main_content/000952655.pdf
 

、 

確
認
日
二
〇
二
四
年
一
一
月
七
日
。 

23 

「
土
地
収
用
法
・
御
署
名
原
本
・
昭
和
二
六
年
・
法
律
第
二
一
九
号
」、
御
三
三
二
九

三
一
〇
〇
。 

24 

前
掲
注
３
、
八
五
～
八
六
頁
。 

25 

前
掲
注
３
、
三
二
四
頁
。 

26 

表
２
の
数
値
は
簿
冊
数
単
位
で
あ
る
。 

27 

「
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
検
索
」https://administrative-doc.e-

gov.go.jp/servlet/Fsearch

、
確
認
日
二
〇
二
四
年
一
二
月
四
日
。
表
３
の
数
値
は

簿
冊
単
位
で
あ
る
。 

 

（
調
査
員
） 

     

一
六

公
害
等
調
整
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ
た
文
書
の
特
徴

『
北
の
丸
』
第
57
号


